
米リーバイス、日本法人のリーバイ・ストラウスジャパン＜9836＞を
TOBにより完全子会社化

リーバイ・ストラウスジャパンは、米国の親会社であるリーバイ・ストラウス・アンド・カンパニー（
カリフォルニア州サンフランシスコ）がTOB（株式公開買い付け）を実施し同社を完全子会社化すると
発表した。リーバイ・ストラウス・アンド・カンパニーは現在、同日本法人の株式83.67％を保有する
筆頭株主。TOBが成立すればリーバイ・ストラウスジャパンは上場廃止となる。

リーバイ・ストラウス・アンド・カンパニーは2019年3月にニューヨーク証券取引所に再上場を果たし
ている。TOBにより日本法人の上場を廃止することで、管理コストの削減や経営資源の効率的な活用を
進める。

TOBの買付価格は１株あたり1570円。TOB公表前営業日の対象株式の終値1094円に対して
43.51％のプレミアムを加えた。

買付予定数は94万4833株で、上限・下限は設定していない。買付代金は最大で14億8000万円。

公開買付期間は2019年10月15日から2019年12月3日までを予定している。決済の開始日は2019年12
月10日。買付代理人は野村証券。


